予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：総務費　　項：企画開発費　　目：企画調査費
	事業名　新ぎふ清流文化プラザ運営事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

環境生活部　文化振興課　文化施設係　電話番号：058-272-1111（内2459）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11146@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　70,636千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	70,636
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	70,636

	決定額
	66,823
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	66,823


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
平成23年４月から休館していた(旧)県民文化ホール未来会館は、「文化施設」と「運転教育施設」の二つの機能をあわせ持つ施設「ぎふ清流文化プラザ」として、平成27年９月23日に再オープンした。

オープン後のぎふ清流文化プラザの企画・運営は、岐阜県教育文化財団が実施することとなっている。（建物の維持管理業務や貸館事務は、公募により選定した指定管理者に委託。）
（２）事業内容

ぎふ清流文化プラザの企画・運営を県教育文化財団が実施するための費用を補助する。

①　ぎふ清流文化プラザイベント事業
　・　長良川ホールでの自主企画公演
　　・　文化芸術県民ギャラリーにおける企画事業
　・　セミナー室での映画鑑賞会、庭園でのワークショップ
②　ぎふ清流文化プラザ環境整備事業
　・　子育て支援スペースの運営
　・　カフェの運営
　　・　施設・イベント等の案内業務
（３）県負担・補助率の考え方

　　全額県負担とする。
（４）類似事業の有無
　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	53,813
	ぎふ清流文化プラザイベント事業

	補助金
	 16,823
	環境整備事業

	合計
	 70,636
	


	　決定額の考え方　

　要求内容を精査し、所要額を計上します。



県単独補助金事業評価調書
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	補助事業名
	ぎふ清流文化プラザ運営事業費補助金

	補助事業者（団体）
	岐阜県教育文化財団

	補助事業の概要
	（目的）子ども、若者、障がい者など、基本コンセプトに基づいた自主企画事業を実施し、県民の文化振興の推進を図る。

（内容）ぎふ清流文化プラザでの文化振興事業を企画・運営する

	補助率等
	定額・定率・その他
（補助額　70,636円　　　　　　　　　　　　）

	補助効果
	事業によって県文化の発展・継続が見込める

	終期の設定
	平成30年度


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか
様々な魅力ある企画事業を展開することで、子ども、若者、障がい者など誰もが参加できる、楽しめる文化施設として、県民参加型の事業展開を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
(H14年度末)
	目標
(H28年度末)
	目標

(終期)

	①
	0
	―
	―


	
	H24年度
	H25年度
	H26年度
	H27年度
	H28年度

（要求）

	補助金交付実績
	－
	－
	　－
	千円
	70,636千円

	指標①目標
	
	
	
	
	

	指標①実績
	
	
	
	(推計値)


	(推計値)



	指標①達成率
	
	
	
	(推計値)

	(推計値)



（前年度の成果）

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
県内で活動する文化関係団体の発掘と参加を進めるとともに、県内外への積極的な広報活動が必要である。大規模イベントを行う際には、指定管理者やプラザ内の他の入居団体、メモリアルセンター等プラザ周辺の施設等の連携が必要である。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	「ぎふ清流文化プラザ」の企画・運営を担う教育文化財団への補助金であり、県が負担する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

－
	　

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

－
	　


（事業の見直し検討）

	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	


